
議長会要望事項調査票 

提出会派（ 者）【              】

【 要望区分】 （ 該当する要望区分にチェックし、要望先を記入してく ださい。）

□特別区議会議長会が独自に行う国への要望（         大臣あて）
□特別区議会議長会が独自に行う東京都への要望
□全国市議会議長会を通じて行う要望

【 件  名】

【 要望内容】

【 提出期限： 令和３年６月1日（ 火） まで】
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<記入例> 

議長会要望事項調査票 

提出会派（者）【 △△ 電話□□□□－□□□□】

【要望区分】（該当する要望区分にチェックし、要望先を記入してください。）

■特別区議会議長会が独自に行う国への要望（国土交通大臣あて）

□特別区議会議長会が独自に行う東京都への要望

□全国市議会議長会を通じて行う要望

【件  名】

鉄道連続立体交差事業の一層の推進を求める要望 

【要望内容】

特別区内においては、まだ数多くの踏切が存在し、事故の危険性や交通渋滞の発生

によって道路交通円滑化の大きな妨げとなっている。また、鉄道により分断された

地域では、経済活動や日常生活への影響など、深刻な課題を長年抱え、一体的なま

ちづくりが進まない状況にもなっている。

こうした状況を改善する最も効果的な事業が、鉄道連続立体交差事業である。

区では鉄道連続立体交差事業について、これまで関係機関との継続的な検討を進

めるとともに、地元住民組織等と鉄道立体化に併せた総合的な駅周辺のまちづくり

についての検討を重ねてきたところである。しかしながら、鉄道連続立体交差事業

は都市計画事業であり、計画から完了まで莫大な事業費と長い期間を要することか

ら、区施行による事業を着実に完了させるには、財政面や技術面などにおける手厚

い支援が必要となる。

これらの趣旨を踏まえ、下記の事項について要望する。

１ 区施行での事業化に対し、地域の実情に応じた財政的支援措置を拡充するこ

と。

２ 事業を安定的に推進することができるよう、毎年度予算を確保すること。

３ 技術的な支援等自治体への支援制度を拡充すること。
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